
Ⅰ　基本情報

募集方法

札幌市西岡福住地区センター運営委員会

令和5年4月1日～令和10年3月31日

1,353.㎡03

主要施設

地域住民のコミュニティ活動の助長及び生涯学習の普及振興を図り、もって地域住民の福祉の増進に寄与
する。

ホール・集会室（2）・和室（2）・娯楽室（2）・実習室

非公募

当センターが地域社会に関係の深い団体によって継続的に管理運営されることにより、地域住民がまちづく
り活動に直接参加する機会が作られます。地域住民自らがセンターの管理運営を通して把握された地域課
題の解決に取り組むことによって、地域住民間の信頼関係が築かれ、地域社会における絆の強化に繋がる
こととなります。
また、まちづくり活動の担い手の育成に寄与することも期待されることから、設置目的の実現のために、地
縁による団体により設立された団体及び当該設立された団体を主な構成員とする団体並びに当センター等
の管理運営に関りを持つものと市長が認める地縁による団体の推薦を受けた団体により、現に良好な管理
運営が行われている場合には、継続的に管理運営を行わせるために非公募とした。

名称

指定単位
複数施設を一括指定の場合、その理由：

業務の範囲

施設数：1施設
３　評価単位

指定管理者評価シート

事業名 地域コミュニティ施設運営管理費 所管課（電話番号） 豊平区市民部地域振興課（822－2427）

２　指定管理者

事業概要

目的

開設時期

１　施設の概要

昭和62年3月20日 延床面積

札幌市西岡福住地区センター 所在地 札幌市豊平区西岡4条9丁目1－17名称

指定期間

複数施設を一括評価の場合、その理由：

（1）　各種講習会、講演会等の開催、体育、各種野外活動等のレクリエーション活動の推進、
　　その他必要な事業を行うこと。
（2）　一般の使用に供すること。

（1）統括管理業務
（2）施設・設備等の維持管理に関する業務
（3）事業の計画及び実施に関する業務
（4）施設の利用等に関する業務
（5）前号に掲げる業務に付随する業務

施設数：1施設
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Ⅱ　令和7年度管理業務等の検証

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

・

▽　札幌市及び関係機関との連絡調整（運営協議会等

　仕様書に定めら
れているとおり適
切に実施されてい
る。
策定した方針に基
づき、公平・公正
な対応に努めてお
り、施設の平等利
用を確保してい
る。

▽　管理運営組織の確立（責任者の配置、組織整備、
　　　従事者の確保・配置、人材育成）

基本方針に基づき適
正に運営できている。

基本方針に基づき適
正に取り組んだ。

第1回
（6月23日）

＜協議会メンバー＞

第2回
（12月15日）

予定通り2回実施し
た。

項　目 実施状況
指定管理者
の自己評価

今後についても委託
業者への適切な管理
、業務の履行につい
て確認を励行してい
く。

（1）統括管理
業務

▽　管理運営に係る基本方針の策定

1　業務の要求水準達成度

西岡町連副会長、福住町連副会長、西岡地区福まち副センター長、福住地区
福まちセンター長、サークル代表（2名）、豊平区役所地域振興課課長、西岡福
住地区センター運営委員会会長

▽　管理水準の維持向上に向けた取組

▽　第三者に対する委託業務等の管理（業務の適正確保、受託者
への適切監督、履行確認）

開催回

「利用者の立場に立って公平・公正を期す」という方針を策定
し、日常の対応にあたった結果「利用者アンケート」の各項目
において「是非利用したい」「利用したい」99.4％、清掃状況は
「とても良い」「良い」93.8％、職員の接客態度「とても良い」「良
い」94.1％と高い評価をいただいた。これは方針がお客様に受
け入れ、満足されていることの現れと思われる。

光熱水使用量は職員一丸となって節約に努めたが使用料
ベースで電気+1.9％・ガス+8.3％・水道+9.3％の実績。電気使
用料については微増。ガス使用料については、夏場の冷房使
用料が増加したもの。（７月～9月の3か月間の使用料を比較
すると対前年比26.1％増加。逆に12月～3月の暖房使用料を
比較すると2.5％減少）
事務用品購入にあたっては、グリーンマーク及びエコ商品を優
先して購入した。

令和7年2月からパート職員を1名増員し11名体制（正職員2名・
パート職員9名）に変更し、業務の平準化が図られ順調に推移
しております。

管理水準に則り、各種対策を策定し「周知事項」として全員で
共有し「報・連・相」で引続き取り組んできた。

清掃・警備・除排雪等の業務を第三者に委託しており順調に
遂行されている。特に、清掃については例年行われている利
用者アンケートで高い評価を得ており、今後についても維持す
るように努めていく。
（令和7年度アンケート「とても良い」「良い」93.8％）

▽　地球温暖化対策及び環境配慮の推進

  の開催）

順調に業務を運営で
きている。

順調に業務を運営で
きている。

・利用状況（4月から11月まで）
・区民講座実施状況
・地域住民の交流等を目的とした事業及び地
　域の憩いの場づくり施設活用事業
・令和7年度収支状況及び年度末見込について

・利用状況（4月から5月分）
・区民講座実施状況
・地域住民の交流等を目的とした事業及び地
 域の憩いの場づくり施設活用事業
・7月からの貸室料金改定について

所管局の評価

お客様第一主義という理念のもと「利用者の立場に立って公
平・公正を期す」との方針を策定した。

▽　平等利用に係る方針等の策定と取組実績

協議・報告内容
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

利用者アンケート実施
後、センター内に結果
を1ヶ月程度掲示。寄
せられた要望等につ
いて実現可能なもの
については対応してい
る。

複数の職員から
労働環境に関す
る相談があり、市
から改善に向けた
助言を行ったうえ
で経過を観察中で
ある。

職員全員参加の
防火訓練を概ね
年2回実施するな
ど、継続的に防災
意識の向上が図
られており、仕様
書に定められてい
るとおり、適切に
実施されているも
のと評価する。

法令で定められた最
低基準以上のものは
維持しており、又一時
金の支給により環境
を整備し適正に対応し
ている。

お客様からの意見・要
望については実現可
能なものについては
速やかに対応してい
る。

適切に対処している。

適正に対処している。

・労働関係法令で定められた「就業規則」「時間外・
　休日労働に関する届け出」を労働基準監督署へ
　必要の都度提出するなど法令の遵守に努めてい
　る。
・パート職員に対しては、最低賃金以上の時給を
  支給。また、年3回の一時金を支給しており雇用
　環境の向上に貢献している。

▽　要望・苦情対応

要望・苦情等に対して
は内容を精査し、迅速
に誠意をもって対応し
ている。

▽　記録・モニタリング・報告・評価（記録、セルフモニタ
　　リングの実施、事業報告、札幌市の検査等への対
　　応、自己評価の実施）

▽　財務（資金管理、現金の適正管理）

▽　施設・設備等の維持管理（清掃、警備、保守点検、
     修繕、備品管理、駐車場管理、緑地管理等）

▽　労働関係法令遵守、雇用環境維持向上

資金管理、現金の適
正な管理に努めた結
果、事故もなく順調に
運営できた。

豊平区館長会議

第1回
（9/8）

・各センターの運営状況報告、情報交換、市からの
連絡事項通達等

第2回
（3/11）

・各センターの運営状況報告、情報交換、市からの
連絡事項通達等

・利用者アンケートの結果については、実行可能な
　ものについては速やかに実施。時間等要するも
　のについては、今後の課題とする。
・月例の事業報告については、期日を厳守してい
　る。

（2）労働関係
法令遵守、雇
用環境維持
向上

・日常のお客様対応の中で随時、要望・意見等を
　ヒアリングし、対応可能なものは速やかに解決し
　ている。
・年1回利用者アンケートを実施、結果に基づき利用
　者還元施策及び安全施策を実施している。
　
［修理・交換］
　娯楽室パンチカーペット張替　　　316,377円
　ガス警報器交換（4台）　　　　　　　 50,160円
　ホール排煙窓修理　　　　　　　　　358,122円
　非常用照明交換（3台）　　　　　　　99,000円
　　　　合　　　計　　　　　　　　　　　　823,659円
　

・資金管理については、税理士事務所による会計
  指導を導入している。
・現金等の扱いについては「現金取扱要領」に則り
　適正に実施している。

（3）施設・設
備等の維持
管理業務

▽　総括的事項（利用者の安全確保、市民サービス
　　　向上への配慮、連絡体制確保、保険加入）

▽　防災

・利用者の安全については常日頃より職員全員が
　意識をもって確保に努めている。
・賠償責任保険加入済（満期日　令和8年4月1日）
　火災保険は店舗総合保険に加入済（満期日
　令和9年4月1日）
・拾得物については、「忘れ物コーナー」に3ヶ月間
　保管。貸室利用後には清掃等で確認しているの
  で、発見時は利用代表者に架電連絡している。

・各種維持管理業務については、引き続き第三者
  に委託し、適切に実施している。

・防火管理者研修会には機会ある毎に参加し、防災
  意識の向上を図っている。
・防火訓練については例年2回実施しておりましたが
　今年度は9月26日と3月実施予定が4月27日に
　ずれ込み実施。来年度以降は年2回の実施を励行
　致します。
・防災設備の点検
　令和7年10月3日と令和8年3月31日に実施、設備
　の異常は無し
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

達成率

81.5

年間で開催された
区民講座は15講
座と、要求水準の
10講座程度を大き
く超えており、評価
できる。全講座の
うち、9講座が要求
水準（受講者数が
募集人数の80％）
を満たしている。
また、いずれの講
座も理解度、満足
度共に高くなって
おり、適切に実施
されているものと
評価する。受講者
数が思わしくな
かった講座は、講
座内容見直しや
市民へのPR方法
の改善について
検討をしていただ
き、引き続き市民
ニーズの把握に
努めた上で、講座
内容の充実を図っ
ていただきたい。
　地域住民の交流
等を目的とした事
業は、３事業のう
ち、１事業のみ要
求水準（来場者数
が来場者目標数
の80％）を満たし
ていないものの、
総じて、多くの方
に来場していただ
き、地位住民の交
流等を図っていた
だけたものと評価
する。
　地域の憩いの場
づくり施設活用事
業は、一定の人数
にご利用いただい
ている点は評価で
きる。

応募倍率

1.17

1.00

1.00

0.98

0.80

0.50

▽　地域の憩いの場づくり施設活用事業（無料）

健康ストレッチ＆姿勢改善体操 10 5 100

囲碁大会

0.50

達成率

85

95.7

14 28 100

パソコンExcel応用編 8 5 100

英語コミュニケーション力
養成講座

14 12 92

2.00

0.63

0.86

36 23

実績◎共催事業 目標

63.8

200 163

パソコンExcel入門講座 12

100

100

実績

懐かしいディスコの曲で踊ろう！

100

1006

7

89

255

5 100

10 100

-

0.69

0.31

1.00

0.42

1.25

・主催事業
地域の定例行事として、
年3回の「音楽の日」を開
催。プロ・アマチュア問わ
ずいろいろな音楽を聞い
ていただいた。
文化祭については、作品
展示とステージ発表を別
の日程で実施。
囲碁大会については、年
に1度の開催ですが参加
者には、好評でした

◎主催事業 目標

音楽の日 300

【卓球（集会室）】　4月と11月から3月　16回　120名（平均　7.5名）

8

11

5

講　座　名

・受講者数　　　　171人　（募集人員　198人）

・実施講座数　　15講座

10

満足度定員 受講者

手織り講座

85

86

楽しく学べる日本舞踊

かけっこ教室

初級卓球講座

美姿勢ヨガ講座

・ホールは卓球愛好家対
象、集会室はファミリー層
対象。

・共催事業
地域の皆様の健康に対
する関心度を高めるとい
う目的は達成できた。

講座数は要求標準を
超える15講座を実施。
参加率についても
86％と要求標準の
80％を超えることが出
来ました。
満足度については、
比較的高水準であっ
た。

生きたやさしいフレーズで
広がる英会話講座

8

文化祭 1,150 1,101

40

10

16

16

16

12 12

39

8

100

健康づくりセミナー

（4）事業の計
画・実施業務

パソコンWord入門講座

英語コミュニケーション力
養成講座

パソコンWord応用編

健康マージャン教室

6

10

6

▽　区民講座に関する学習機会の提供業務

▽　定例行事に関する市民の自主活動及び交流事業
　　の支援業務

【卓球（ホール）】　5月から10月　16回　126名（平均　7.9名）
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

501

2,213

46

525

2,067

48

5,460

Ｒ7年度実績

1,341

29,516

97

726

6,328

64

636

貸室利用率は、
部屋によっては計
画を下回っている
ところもあるもの
の、合計は当初計
画を上回ってお
り、評価できる。
今後も、利用者
にとって魅力ある
講座・事業の実施
と 、親切・丁寧な
利用者対応等に
より、更なる利用
促進に繋げていた
だきたい。

件数(件)

2,300

稼働率(％) 50

61,173 58,000

人数(人） 2,254

42

該当なし

　コミュニケーョンを図っている。

・豊平母子寡婦連合会の自動販売機を継続設置

実習室

▽　引継ぎ業務

２　自主事業その他

▽　自主事業

▽　市内企業等の活用、福祉施策への配慮等

（6）付随業務

件数(件)

引継業務なし

▽　不承認 0件、　取消し 0件、　減免 0件、　還付 0件

・講座の開講を行い、その中からサークル活動につ

▽　利用促進の取組

550

45

・特に講座の開講につ
いては「センターだよ
り」「広報さっぽろ」を
媒体として利用の増
加を図ってきた。

計画通りに実施でき
た。

合　計

件数(件)

人数(人）

稼働率(％)

5,597

60 58

・ホームページについては都度、更新しており今後も

　内容の充実を図っていく。

・申込みが重複した場合は、出来るだけ希望に沿う

　促進に努めている。

　ように他の部屋・曜日・時間帯を案内するなど利用

3,000

稼働率(％) 42

5,380

件数(件) 456

2,068

408

3,196

37

集会室
Ａ

6062

29,255 27,000人数(人）

人数(人） 6,032

R6年度実績

ホール

679

6,300

99稼働率(％) 93

稼働率(％)

1,350件数(件) 1,438

（5）施設利用
に関する業
務

　ながり定期的に貸室先が増加するよう利用者と

人数(人）

58

西岡福住地区セ
ンターだよりの発
行による周知を毎
月行うなど、適切
に実施されている
ものと評価する。

　福祉施策への配
慮等がなされてお
り、適切に実施さ
れているものと評
価する。

64

令和7度の貸室について
は、令和6年度の実績に
対しては件数で▲137
件、稼働率で▲2％。
計画に対しては、ほぼ計
画通りの実績となった。

・「センターだより」を毎月発行し、地域住民に講座の

　開講及びセンターで開催する行事・地域開催行事

　などを紹介している。

Ｒ7年度計画

12,500

件数(件) 549 500

▽　広報業務

・例年同様、自動販売
　機を設置している。
　

1,900
和室
Ｂ

和室
Ａ

件数(件)

稼働率(％) 59

450

人数(人） 3,160

集会室
Ｂ

12,535 11,698

59

650

542

50

稼働率(％) 51

61,831

人数(人）

642 700
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

アンケート全項
目において、要求
水準である80％を
大きく上回る満足
度を得ていること
から、利用者の立
場に立った運営が
なされていると高く
評価する。

　支出が当初計画
より上回っている
ものの、収入も計
画を上回っている
ところを評価す
る。
　また、剰余金を
活用した利益還元
を行い、施設の利
用環境の向上に
取り組んでいると
ころも評価できる。

　改善された。

824
（1）統括管理業務
▽要望・苦情対応欄に
　記載

【参考】

指定管理業務による利益還元

14,000 14,761 761

0

法人税等 70

その他

15

指定管理業務支出

73 1,437

0

・純利益は計画が▲1,434千円で決算額▲12千円と1,422千円

項目 Ｒ7年度計画 Ｒ7年度決算 差（決算-計画）

29,332 31,440指定管理業務収入

0 0

2,108

574 619

[支出]

・主な要因は給与手当が計画比1,458千円増加したことが主な

　円の増加。

・指定管理費が+1,302千円(最低賃金引上げに伴う人件費増加

支出

0 0

収入-支出

自主事業支出

利用料金

　度水準80％を超えることが出来た。

・実施期間：令和7年11月29日～12月14日（16日間）

　分1,089千円、光熱費上昇に伴う増加分213千円）。

・貸室収入が令和7年7月より改定されたことに伴い計画比761千

14,758

31,440収入 29,332

（千円）

・卓球台を新しくして欲しい。

・期間中の利用者を対象に実施　　　・回答数：363名

　の設問については、「是非利用したい」64.5％、

・体育室のクーラーが欲しい。

・すぐ、対応できるものは迅速に対処し、時間を要

　して欲しい。

▽　収支

1,302

内　容

[収入]

85

純利益 ▲ 1,434 ▲ 12 1,422

▽　説明

　要因であります。

利用者
からの
意見・要
望とその
対応

・今後も当地区センターを利用したいと思いますか

・スマホ対応の自販機があるといい。

671

利益還元

R7年度決算

　するものについては丁寧に説明を行い理解を得る

４　収支状況

・収入面については
　計画比+2,108千円
　の実績。支出面につ
　いては計画比+671
　千円。
　その結果利益を▲
12
　千円となる。
・利用者への還元とし
　て備品の修理代金
　として824千円実施。

　ように努力している。

▲ 1,364

30,696

30,696 31,367 671

31,367

2,108

45

自主事業収入 0

指定管理費 16,060

・要求水準である満足
　度80％を大きく超え
　ることが出来た。
・お客様からの意見、
　要望については可
　能な限り対応してい
　る。

・全質問項目の「是非利用したい」「利用したい」「と

　ても良い」「良い」の回答が平均で95.8％と高い

・利用者アンケート調査の結果、全項目に亘り満足

・館内の清掃状況はいかがでしょうかの設問につい

　ては、「とても良い」69.9％「良い」23.9％計93.8％。

・職員の接客態度の設問については、「とても良い」

３　利用者の満足度

▽　利用者アンケートの結果

実施方
法

結果概
要

　｢利用したい」34.9％　計99.4％。

　77.7％、「良い」16.4％　計94.1％。

・FreeWi-Fiの環境を整えて欲しい。

・文化祭は作品展示とステージ発表を同時に開催

　評価。
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Ⅲ　総合評価

　適切に運営されているものと評価する。
利用料金収入も計画を上回るなど安定した経営を
行っている。また、利用者アンケートの満足度が毎年
非常に高く、利益還元を積極的に行う等、利用者に寄
り添った運営を行っている施設といえる。

　貸室利用者のみではなく、各講座も高評価をいただいている。一
方、PC講座など、年代等によって必要とする知識にばらつきがあ
るようなテーマについては応募倍率が低くなっていることから、今
後も、既存事業の課題について検討を行っていただきながら、多く
の方に受講していただけるような講座の企画・運営や利用者の立
場に立った丁寧な対応を続けていただき、地域住民からより親しま
れるコミュニティ施設を目指していただきたい。

　ものの、令和6年度の実績と比べると2％低下した。

　利用サークルメンバーの高齢化に伴い、活動の停止及び

　開催して、そこから新しいサークルの立上げへの協力を

　行い稼働率のアップを図って参りたい。

　暴力団員及び暴力団関係事業者を相手に契約はしていない。

＜確認項目＞　※評価項目ではありません。

・当運営委員会の財務状況等は顧客第一主義を継続している

・適正に対処している

　解散が散見されます。従来とは異なる種類の区民講座を

　実施。今後についてもこの努力を継続して参りたい。

　発表を時期をずらして別々に開催。サークル参加者及び

　お客様には好評であるため今後も別々に開催する。

・稼働率については58％と計画どおりの稼働率を達成した

　いる。

・令和7年度ついては、地域住民や利用者に利益還元を824千円

　を実施した。

【指定管理者の自己評価】

総合評価

・安定した経営を継続
　している。

・協定に関する契約（第三者への委託・物品購入等）については

・「個人情報保護に関する取扱」に基づき適正に取り扱ってい

　反映されているものと考えます。

　ため安定した貸室収入を維持しており、経営能力は安定して

　る。

総合評価 改善指導・指示事項

▽　安定経営能力の維持 適 不適

適 不適▽　個人情報保護条例、情報公開条例、行政手続条例、オンブズマン
　　　条例及び暴力団の排除の推進に関する条例への対応

・文化祭につきましては、6月に作品展示と10月にステージ・貸室収入については、14,761千円と計画比で+761千円

　と日頃からの顧客第一主義を継続していることが金額に

来年度以降の重点取組事項

【所管局の評価】

・地域住民及び利用者への利益還元については824千円
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